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超微細孔式ナノバブル発生装置の特徴 
 

① 安定： 高粘性液体や泥水の中でも使用可能。 
  微生物にも悪影響を与えない。 
 
② ランニングコストが極めて安価： 静かに運転でき、 
  消費電力が曝気装置の５０分の１、旋回液流式の 
  ５分の１ 
 
③ 装置価格が旋回液流式より安価 
 
④ 装置サイズと形状が可変 
 
⑤ 長期使用が可能 
 
⑥ 全ての気体に適用できる 
 



超微細孔式ナノバブル発生ノズル 



投げ込み式装置 



超微細孔式の場合はナノバブルが中心であるため
透明になり、水中に長く滞在する 



旋回液流式装置による水中への微細気泡導入 

微細気泡導入前 微細気泡導入後 

乳白色に見える 
（微細気泡が水中に滞留し、やがて系外に出ていく） 

旋回液流式の場合はマイクロバブルが中心になるため
白濁しやがて上昇して系外に出る 



ナノバブルによる微生物の活性化 

エアーポンプ使用 ナノバブル発生 培養時間 [hr] 

Fig. 5. ナノバブル使用時の 
    大腸菌の増殖曲線 
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ナノバブル発生により、大腸菌の生育は良くなった 

栄養培地に大腸菌を植菌し、 

生育を測定した 

ナノバブルを利用し、微生物による琵琶湖湖底の浄化を目指す 

実験 
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ナノバブルの特徴 
 
① 空気のナノバブルは、水中に滞留し続けるため、 
   酸素の供給能力が飛躍的に増加する。 
 
② 本実験において、エアレーションの通気量が 
   12 L/minである。一方、ナノバブル発生装置を用いる 
   と、0.2 L/min (1/60量)の空気が供給され、その中の 
   酸素を完全利用している。 
 
② 窒素は微生物の活性に悪影響を及ぼさない。 
 
③ しかし従来の溶存酸素計では窒素の影響により 
       見かけ上ＤＯレベルが低下している様に見えるが、 
       実際の水中酸素量は上昇している。 
 



純酸素を用いた場合、測定計器の限界をオーバーした。 



庭の池が汚れていた 



投げ込み式ナノバブル発生装置を設置 



ナノバブル発生装置を設置してから3週間後 



【方法】 

•温度   

測定項目 

測定方法 

五分間沈殿するのを待つ 

樽を棒で攪拌する。 

ポリ容器に容れる。 

サンプリング 

•pH 

•透視度 •生菌数 

•懸濁物質 

処理なし 

Air処理 NB処理 

琵琶湖南湖より 

採取したヘドロ 

経時変化を観察・測定した。 



【方法・結果】 懸濁物質量変化 

NB処理によって、懸濁物質量が著しく低下した。 

    懸濁物質量変化 

沈殿したサンプル 
 (上)Air処理,(中)処理なし 
(下)NB処理 

孔径1μmのガラスろ紙を用いて測定した。 
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【方法・結果】 透視度変化 

NB処理により、透視度の著しい上昇が見られた。 

 透視度変化 
透視度計  
上：マーカー 

サンプルを透視度計を用いて測定した。 
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【結果】 樽の様子 

    測定開始39日目 

    測定開始12日目     測定開始0日目 

処理なし・Air処理 

NB処理 

•あまり変化が見られない。 

•透明度が上がっている。 

好気性微生物によりヘドロが分解された 



新型フロート 



新型フロート 



装置のサイズと形状は可変 



APEC会場（横浜）で展示 



横浜でデモンストレーション 



自然池での浄化実験 



実験計画 

・このフロートを立命館大学びわこ・くさつキャンパスにある自然池に

設置して水質改善を試みる。 

・このフロートは太陽電池パネルで発電し、それを蓄電して夜も利用

するので、外部からの給電は不要である。 

・長期間（６ヶ月以上）にわたる装置の運転実績を確認する。 

・各測定点について、定期的に水質（溶存酸素、ＣＯＤ＝化学的酸素

要求量、ＢＯＤ＝生物化学的酸素要求量、ＴＯＣ＝全有機炭素量）を

測定する。 

・もしこの実験が成功したら、このシステムをより大型の水域に応用

する。 

 

 


